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背景と目的、実施内容
　南房総市は森林セラピー基地に認定されながらも、過疎化地域
として深刻な問題を抱えている。そのような中で、南房総市から
この地に根を下ろしてくれるカップルを応援するために「新たな
門出を祝う企画」の提案があった。

（１）2018 年度　
　南房総市の婚姻届けと、記念写真を撮るためのバックボードを
デザインする取組みを行った。新たな門出を応援するために、南
房総市らしいデザイン、若々しいイメージのデザインを考案した。
制作を進めるにあたり、まず 2018 年 9 月に南房総市の観光地等
を視察した。写真撮影等も行い、これらを踏まえて、婚姻届け３
案、バックボード２案のデザイン案を作成した。
 　次にこれらのデザイン案を南房総市役所に送り、職員の方 17
名に意見を頂いた。主として、南房総市らしいデザインにしてほ
しいといった意見を多く頂き、それらを踏まえて、さらにデザイ
ン案を増やし、婚姻届け 11 案、バックボード３案を制作した。

（２）2019 年度
　南房総市役所へ婚姻届けを提出しに訪れた二人の門出の記念
に、ブーケを持ちフォトブースパネルを使用して笑顔で記念写真

を撮り、幸せへの最初の 1 ページとなることを願いブーケとフォ
トブースパネルを製作した。
　南房総市は温暖な気候を活かし、ストック *1、カーネーション
*2、キンセンカの栽培が盛んであり、その生産量は日本一である。
その特産の花々をモチーフに、アートフラワーの技法によりブー
ケとフォトブースパネルを制作した。　　　

注）*1 ストック：永遠につづく愛の絆、*2 カーネーション：愛を信じる

成果と課題
●地域貢献面
　婚姻届けを提出しに市役所を訪れた二人の門出を祝して、記念
撮影用のブーケとフォトブースパネルの製作を市に提案し、それ
ら完成品を納品した。

●教育・研究面
　市内各地で花卉の路地栽培やハウス栽培されていることを踏ま
えて、企画から制作まで卒業制作の一環として取り組むことがで
きた。
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